
協力医療機関について

＊この動画は、「VOICEVOX:玄野武弘」
を使用して作成しています。
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協力医療機関が各要件を満たしているかが確認できない例

•例２

「急変時の連絡方法（２４時間体制）や診療体
制」が定められており１．２．の要件を満たして
いることは確認できるが、入院に関する記載がな
く、３．の要件について確認できないもの。

•例１

「必要に応じた治療」という表現となっており、
１．２．３．の要件について直接的に確認できな
いもの。



グループホームの協力医療機関に関する根拠条

現在の根拠条

松阪市指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営に関する基準条例
（平成25年3月18日条例第1号）第１２５条

（参考）指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成18年3月
14日号外厚生労働省令第３４号）第１０５条

以前の根拠条や他の根拠条が記載されている一例

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成11年3月31日号外厚
生省令第37号）第171条・・・平成１８年の改正で削除された条
介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準（平成11年3月31日号外

厚生省令第40号）第30条・・・介護老人保健施設の根拠条
指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準（平成11年3月31日号外厚生労

省令第39号）第28条・・・（地域密着型ではない）特別養護老人ホームの根拠条

協定書への根拠条の記載は、
必須ではありません。

（参考）密着特養は同基準第152条

（参考）密着特養は同条例第172条



協力医療機関協定書のひな型

松阪市のホームページ内

・集団指導の資料のページ

・協力医療機関に関する届出のページ

にてダウンロードしていただけます。


